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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁ハウジングに取り付けられた円環状コンタクトに、当該円環状コンタクトを円周方
向に分断する分割スリットが設けられたものであって、
　前記分割スリットを介して円周方向に対向する前記円環状コンタクトの分割端部分が、
相手コネクタとの間で嵌合・抜去が行われる際に円周方向に互いに近接または離間する構
成になされた同軸型電気コネクタにおいて、
　前記円環状コンタクトの分割端部分には、前記相手コネクタに対する抜去が行われる際
に前記絶縁ハウジングの一部に当接して当該円環状コンタクトを前記絶縁ハウジングに保
持させるコンタクト保持部が設けられたものであって、
　前記円環状コンタクトの分割端部分に設けられた前記コンタクト保持部が、前記絶縁ハ
ウジングの一部に対して前記抜去の方向に対面する軸方向保持面を有する一方、
　前記絶縁ハウジングには、前記円環状コンタクトの軸方向保持面と前記抜去の方向に対
面する第１突起部が設けられ、
　前記軸方向保持面は、前記各分割端部分に、前記円環状コンタクトの軸方向に向かって
形成された段差部分で構成されていることを特徴とする同軸型電気コネクタ。
【請求項２】
　前記円環状コンタクトに設けられた前記コンタクト保持部が、前記絶縁ハウジングの一
部に対して前記円環状コンタクトの径方向に対面する径方向保持面を有する一方、
　前記絶縁ハウジングには、前記円環状コンタクトの径方向保持面と前記径方向に対面す
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る第２突起部が設けられていることを特徴とする請求項１記載の同軸型電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、絶縁ハウジングに円環状コンタクトが取り付けられた同軸型電気コネクタに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、種々の電気機器において、互いに嵌合接続可能に構成された一対の電気コネク
タを使用して、細線同軸ケーブルやフレキシブル配線基板等の各種信号伝送媒体を印刷配
線基板に電気的に接続したり、一対の配線基板同士（基板対基板）を電気的に接続するこ
とが広く行われている。そのような一対の電気コネクタとしては、例えば下記の特許文献
１に記載されているような信号伝送媒体や配線基板が連結されるプラグコネクタ（第１の
コネクタ）と、配線基板上に実装されるリセプタクルコネクタ（第２のコネクタ）とが使
用され、これらのリセプタクルコネクタとプラグコネクタとが嵌合されることによって電
気的な接続が行われるようになっている。
【０００３】
　一方、上述した一対の配線基板同士（基板対基板）の接続に用いられる電気コネクタと
しては、コンタクトを同心状に配置した同軸型の電気コネクタが知られている。同軸型電
気コネクタは、絶縁ハウジングに円環状コンタクトが取り付けられた構成を有しており、
その円環状コンタクト円周方向の一部に設けられた分割スリットを介して、当該円環状コ
ンタクトが円周方向に分断されている。そして、相手コネクタとの間において嵌合又は抜
去が行われる際に、上述した分割スリットを介して円周方向に対向する円環状コンタクト
の分割端部分が、円周方向に互いに離間しながら、すなわち分割スリットの間隔が広げら
れながら、円環状コンタクトの弾性変形が行われる。このように円環状コンタクトの分割
スリットの間隔が広げられるように弾性変形が行われる際には、円環状コンタクトの外径
がやや拡大されることとなるが、嵌合操作又は抜去操作が完了した時点で、円環状コンタ
クトが元の状態に復元され、それによって両コネクタ同士が嵌合状態又は解放状態に保持
される構成になされている。
【０００４】
　ところが、近年において電気コネクタの小型化・低背化が進展するに伴って、相手コネ
クタとの間の抜去力に対抗して円環状コンタクトを絶縁ハウジングに強固に保持する必要
性が高まっている。例えば、下記の先行特許文献１においては、絶縁ハウジング（プラグ
ボディ）の外周に形成された係合突起１５を、円環状コンタクト（外部導体）に形成され
た開口部に係合させる構成が採用されており、そのような構成によって絶縁ハウジングに
対する円環状コンタクトの移動を規制するようにしている。
【０００５】
　しかしながら、同文献に開示された電気コネクタにおいては、円環状コンタクト（外部
導体）に開口部が形成されていることから、その開口部を形成する際の形状や大きさによ
って円環状コンタクトの弾性が変動してしまい、相手コネクタとの間の嵌合力または抜去
力に影響を与えてしまう。相手コネクタに対する嵌合力や抜去力は、製品性能の一部とし
て適宜なものとなるように調整する必要があるが、上述したように円環状コンタクトに開
口部が設けられていると、円環状コンタクトを構成している金属材料の材質との相対関係
において開口部の形状や大きさを設定する必要がある。その結果、相手コネクタとの嵌合
力または抜去力を適正化することが難しいという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－６６３８４号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで本発明は、簡易な構成で、相手コネクタとの間の嵌合力または抜去力に影響を与
えることなく円環状コンタクトを絶縁ハウジングに強固に保持することができるようにし
た同軸型電気コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため本発明では、絶縁ハウジングに取り付けられた円環状コンタク
トに、当該円環状コンタクトを円周方向に分断する分割スリットが設けられたものであっ
て、前記分割スリットを介して円周方向に対向する前記円環状コンタクトの分割端部分が
、相手コネクタとの間で嵌合・抜去が行われる際に円周方向に互いに近接または離間する
構成になされた同軸型電気コネクタにおいて、前記円環状コンタクトの分割端部分には、
前記相手コネクタに対する抜去が行われる際に前記絶縁ハウジングの一部に当接して当該
円環状コンタクトを前記絶縁ハウジングに保持させるコンタクト保持部が設けられたもの
であって、前記円環状コンタクトの分割端部分に設けられた前記コンタクト保持部が、前
記絶縁ハウジングの一部に対して前記抜去の方向に対面する軸方向保持面を有する一方、
前記絶縁ハウジングには、前記円環状コンタクトの軸方向保持面と前記抜去の方向に対面
する第１突起部が設けられ、前記軸方向保持面は、前記各分割端部分に、前記円環状コン
タクトの軸方向に向かって形成された段差部分で形成された構成が採用されている。
【０００９】
　このような構成からなる同軸型電気コネクタによれば、円環状コンタクトを絶縁ハウジ
ングに保持させるコンタクト保持部が、円環状コンタクトの分割スリットを構成している
分割端部分に設けられていることから、当該コンタクト保持部の形状や大きさが、当該円
環状コンタクトの弾性力、つまり相手コネクタに対する嵌合力または抜去力に殆ど影響す
ることが無くなり、その相手コネクタとの間の嵌合力または抜去力の調整が容易に行われ
る。
【００１１】
　このような構成を備えた同軸型電気コネクタによれば、相手コネクタとの間の抜去が行
われる際に、円環状コンタクトのコンタクト保持部を構成する軸方向保持面が、絶縁ハウ
ジングの第１突起部に当接することとなり、それによって絶縁ハウジングと円環状コンタ
クトとが抜去の方向に直接的に保持される。
【００１２】
　さらに、本発明においては、前記円環状コンタクトに設けられた前記コンタクト保持部
が、前記絶縁ハウジングの一部に対して前記円環状コンタクトの径方向に対面する径方向
保持面を有する一方、前記絶縁ハウジングには、前記円環状コンタクトの径方向保持面と
前記径方向に対面する第２突起部が設けられた構成とすることが望ましい。
【００１３】
　このような構成を備えた同軸型電気コネクタによれば、相手コネクタとの間の抜去が行
われる際に、円環状コンタクトのコンタクト保持部である径方向保持面が、絶縁ハウジン
グの第２突起部に当接することとなり、それによって円環状コンタクトの径方向の拡大が
止められることから、相手コネクタとの間の嵌合力または抜去力が過小になることが回避
されて調整が容易に行われる。
【発明の効果】
【００１４】
　以上述べたように本発明にかかる同軸型電気コネクタは、絶縁ハウジングに取り付けら
れた円環状コンタクトの分割端部分に、相手コネクタに対する抜去が行われる際に絶縁ハ
ウジングの第１突起部に当接して当該円環状コンタクトを絶縁ハウジングに保持させる軸
方向保持面を有するコンタクト保持部を、円環状コンタクトの分割端部分に段差部分とし
て設け、コンタクト保持部の形状や大きさが、円環状コンタクトの弾性力、つまり相手コ
ネクタに対する嵌合力または抜去力に殆ど影響しないようにして相手コネクタとの間の嵌
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合力または抜去力の調整が容易に行われる構成としたものであるから、簡易な構成で、相
手コネクタとの間の嵌合力または抜去力に影響を与えることなく円環状コンタクトを絶縁
ハウジングに強固に保持させることができ、同軸型電気コネクタの信頼性を安価かつ大幅
に高めることができる。
 
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタを上方側から表した外観斜視説
明図である。
【図２】図１に示された本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタの平面説明図で
ある。
【図３】図１および図２に示された本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタの正
面説明図である。
【図４】図２中の IV－IV 線に沿った縦断面説明図である。
【図５】図３中の V－V 線に沿った縦断面説明図である。
【図６】図１～図５に示された本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタに用いら
れている円環状コンタクトの単品構造を表した外観斜視説明図である。
【図７】図６に示された円環状コンタクトの平面説明図である。
【図８】図６に示された円環状コンタクトの背面説明図である。
【図９】図１～図５に示された本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタに用いら
れている絶縁ハウジングの単品構造を表した外観斜視説明図である。
【図１０】図１～図５に示された本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタが実装
される印刷配線基板に設けられた接点部の配置構造を表した外観斜視説明図である。
【図１１】図１～図５に示された本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタが嵌合
される相手コネクタの一例を表した外観斜視説明図である。
【図１２】図１～図５に示された本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタを、相
手コネクタに嵌合させた後の嵌合完了状態を表した外観斜視説明図である。
【図１３】図１３に示された嵌合状態にある両コネクタの縦断面説明図である。
【図１４】図１３に示された嵌合状態にある両コネクタの水平断面説明図である。
【図１５】図１４に示された嵌合状態にある両コネクタを抜去する途中状態を表した図１
４相当の水平断面説明図である。
【図１６】図２中の XVI－XVI線に沿った縦断面説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を、印刷配線基板同士を接続する同軸型電気コネクタに適用した実施形態
について図面に基づき詳細に説明する。
【００１７】
［全体構造について］
　図１～図１６に示された本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタ１０は、例え
ば携帯電話等の電子機器内に配置された印刷配線基板Ｐ上に半田付けにより実装されるも
のであって、当該同軸型電気コネクタ１０が、作業者の手で把持されながら相手コネクタ
としての他の同軸型電気コネクタ２０に対して図示上方側に同軸状に配置され（図１２，
図１３参照）、その後に、図示下方の同軸型電気コネクタ２０に向かって適宜の力で押し
込まれることによって、両コネクタ１０，２０同士が嵌合された状態になされる。また、
それらの両コネクタ１０，２０の嵌合状態から、本発明の一実施形態にかかる同軸型電気
コネクタ１０を把持して、図示上方側に適宜の力で引き上げることで、相手コネクタとし
ての同軸型電気コネクタ２０から、本発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタ１０
が図示上方側に離脱するようにして抜去が行われる。
【００１８】
　なお、上述した同軸型電気コネクタ１０の挿抜操作は、作業者の手で行われることに限
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られることはなく、機械によって自動的に行うようにしても良い。以下においては、同軸
型電気コネクタ１０の挿入方向及び抜出方向を、それぞれ「下方向」及び「上方向」とす
る。なお、同軸型電気コネクタ１０単体の構成については、上下を反転した状態を図示し
て説明を行うこととする。
【００１９】
［絶縁ハウジングの構成について］
　上述した同軸型電気コネクタ１０の本体部を構成している絶縁ハウジング１１は、プラ
スチック等の樹脂材を用いて例えばモールド成形されたものであって、印刷配線基板Ｐ上
に載置されるベース枠体１１ａと、そのベース枠体１１ａの中心側部分から上方に向かっ
て突出する略円筒状の中空体からなる中央枠体１１ｂとを一体的に有している。そのうち
の中央枠体１１ｂは、上方に向かって内径が連続的に減じられる円錐形状の一部をなすよ
うに形成されている。これらのベース枠体１１ａから中央枠体１１ｂにかけての中心部分
には、コンタクト収容空間が軸方向（上下方向）に貫通するように形成されており、その
コンタクト収容空間の内部に、後述する信号伝送用の信号コンタクト１２が装着されてい
る。
【００２０】
　また、上述したベース枠体１１ａには、中心側の中央枠体１１ｂを外方側から取り囲む
ようにして接地用のグランドコンタクト１３が装着されている。このグランドコンタクト
１３は、本発明における円環状コンタクトに相当し、平面略円環状をなすように形成され
ているが、詳細な構造については後段において説明する。
【００２１】
［信号コンタクトの構成について］
　信号コンタクト１２は、所定の薄厚金属部材から形成されており、図１０に示されてい
るように、印刷配線基板Ｐ上に形成された信号導電路Ｐ１に半田接合される接続脚部１２
ａを有している。その接続脚部１２ａは、絶縁ハウジング１１の外方側から内方側に向か
って帯板状をなして略水平に延在しており、図５に示されるようにその延出側の先端部分
に略直角上方に向かって折り曲げ形成された固定片１２ｂが、絶縁ハウジング１１のベー
ス枠体１１ａに対して底面側から圧入されている。
【００２２】
　また、上述した接続脚部１２ａが絶縁ハウジング１１の中心部分に延出している部位に
は、当該接続脚部１２ａの両側端縁部から一対の嵌合接触部１２ｃ，１２ｃが上方に立ち
上がるようにして一体的に連接されている。それら一対の嵌合接触部１２ｃ，１２ｃは、
互いに対面する配置関係になされており、当該両嵌合接触部１２ｃ，１２ｃ同士の間隔が
上方に向かって連続的に狭まるように傾斜している。この嵌合接触部１２ｃ，１２ｃを側
面視すると、図４に示されているような縦断面略台形状の上方開口構造になされている。
そして、それら両嵌合接触部１２ｃ，１２ｃ同士の上端位置に形成された狭小空間の内部
に、後述する相手コネクタとしての他の同軸型電気コネクタ２０に設けられた信号コンタ
クト２２の嵌合接触部２２ｃが嵌め込まれる構成（図１３参照）になされている。
【００２３】
［グランドコンタクトの構成について］
　一方、本発明における円環状コンタクトを構成するグランドコンタクト１３も、例えば
所定の薄厚金属板の折り曲げ部材等から形成されており、略円筒状の中空形状をなすよう
に形成されたグランド本体部１３ａを有している。この円環状をなすグランド本体部１３
ａの外周下縁部には、半径外方側に向かって一体的に延出する複数（３体）の接続脚部１
３ｂが、印刷配線基板Ｐ上に形成されたグランド導電路Ｐ２（図１０参照）に半田接合さ
れるようになっている。
【００２４】
　また、グランドコンタクト（円環状コンタクト）１３を構成しているグランド本体部１
３ａの上縁外周部分には、半径方向の内方側に張り出す円環状係合部１３ｃが絞り成形さ
れている。このグランドコンタクト１３の円環状係合部１３ｃは、後述する相手コネクタ
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としての他の同軸型電気コネクタ２０に設けられた円環状係止部２３ｃに対して弾性的な
嵌合状態（図１３参照）になされる。
【００２５】
　このグランドコンタクト（円環状コンタクト）１３のグランド本体部１３ａには、当該
グランド本体部１３ａを円周方向に分断する分割スリット１３ｄが、円周方向の１箇所に
形成されている。この分割スリット１３ｄは、グランド本体部１３ａの分割端部分１３ｅ
，１３ｅ同士の間に、嵌合・抜去の方向である円環形状の軸方向（上下方向）に延在する
溝状空隙からなるものであり、当該分割スリット１３ｄを介してグランド本体部１３ａの
分割端部分１３ｅ，１３ｅが、円周方向に対面するように配置されている。これらのグラ
ンド本体部１３ａの分割端部分１３ｅ，１３ｅ同士は、グランド本体部１３ａの弾性変形
が円周方向及び径方向に行われるに伴って、互いに離間または近接するように移動する構
成になされている。
【００２６】
　さらに、上述したグランド本体部１３ａの分割端部分１３ｅ，１３ｅの各々は、当該グ
ランド本体部１３ａの軸方向（上下方向）に向かって階段形状をなすように形成されてお
り、その段差部分に、他の同軸型電気コネクタ（相手コネクタ）２０の抜去時に絶縁ハウ
ジング１１の一部に当接するコンタクト保持部が設けられている。そのコンタクト保持部
を具体的に説明する。まず、上述した分割スリット１３ｄを介して円周方向に対向するグ
ランド本体部１３ａの分割端部分１３ｅ，１３ｅの各々は、グランドコンタクト（円環状
コンタクト）１３の軸方向（上下方向）において下方側に配置された下半凸部１３ｅ１と
、軸方向（上下方向）の上方側に配置された上半凹部１３ｅ２とを有している。
【００２７】
　その分割端部分１３ｅの下半凸部１３ｅ１は、円周方向に突出して互いに近接するよう
に配置されているとともに、上半凹部１３ｅ２は、円周方向にやや引き込まれて互いに離
間した位置に配置されている。そして、それらの下半凸部１３ｅ１と上半凹部１３ｅ２と
の間に形成されている円周方向の段差面が、コンタクト保持部としての軸方向保持面１３
ｅ３になされている。このようにしてグランドコンタクト（円環状コンタクト）１３に設
けられた軸方向保持面（コンタクト保持部）１３ｅ３は、絶縁ハウジング１１に設けられ
た第１突起部１１ｃに対して軸方向（上下方向）に対面する配置関係になされている。
【００２８】
　その絶縁ハウジング１１に設けられた第１突起部１１ｃは、上述したベース枠体１１ａ
の外縁部分から立ち上がる外郭壁部１１ｄの内壁面からコネクタ中心側に向かって延出す
る梁部材状から形成されている。その第１突起部１１ｃは、当該第１突起部１１ｃの延在
方向である半径方向と直交する横断面形状が略矩形状をなすように形成されており、上述
したグランド本体部１３ａの分割端部分１３ｅ，１３ｅを構成している上半凹部１３ｅ２
，１３ｅ２同士の間部分、すなわち上述した分割スリット１３ｄにおける上方側の拡張領
域に、第１突起部１１ｃが遊嵌状態となるように挿入されている。そして、その絶縁ハウ
ジング１１に設けられた第１突起部１１ｃの下面に対して、グランドコンタクト１３の軸
方向保持面１３ｅ３が、下方側から接触するように配置されている。
【００２９】
　さらに、上述したグランド本体部１３ａの分割端部分１３ｅを構成している下半凸部１
３ｅ１の外周面は、特に図１４に示されているように、絶縁ハウジング１１の外郭壁部１
１ｄの内壁面に対して、径方向に対面する径方向保持面１３ｅ４になされている。この径
方向保持面１３ｅ４は、上述した軸方向保持面１３ｅ３とともにコンタクト保持部を構成
するものであるが、当該径方向保持面１３ｅ４に対して、絶縁ハウジング１１の外郭壁部
１１ｄの内壁面には、径方向の外方側から半径方向に対面する第２突起部１１ｅが設けら
れている。
【００３０】
　この第２突起部１１ｅは、上述した絶縁ハウジング１１のベース枠体１１ａの外郭壁部
１１ｄから中心側に向かって突出する段差形状になされており、その第２突起部１１ｅの



(7) JP 5585608 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

突出側先端面である内壁面が、グランド本体部１３ａの分割端部分１３ｅの下半凸部１３
ｅ１の外周面、すなわち径方向保持面１３ｅ４に対して、所定の隙間を有するようにして
外方側から対向配置されている。そして、図１５に示されているように、後述する他の同
軸型電気コネクタ（相手コネクタ）２０に対する嵌合操作が行われた際に、グランド本体
部１３ａの外径が拡大するに伴って、当該グランド本体部１３ａの径方向保持面１３ｅ４
が、半径方向の外方側に移動していき、絶縁ハウジング１１の第２突起部１１ｅの内壁面
に対して内方側から当接する。これによって、グランドコンタクト（円環状コンタクト）
１３の全体が、それ以上、径方向に拡大されないように規正される。
【００３１】
［相手コネクタの全体構成について］
　このような構成を有する本発明の一実施形態にかかる円筒型コネクタ１０は、図１２及
び図１３に示されているように、相手コネクタとしての他の同軸型電気コネクタ２０に対
して上方側から嵌合され、又は上方側に向かって抜出される構成になされている。そのと
きの相手コネクタ２０も、概略同様な構成になされているため、同様な構成を有する部材
については十の位の「１」を「２」に代えて表し、異なる構成についての説明を以下行う
こととする。
【００３２】
　まず、他の同軸型電気コネクタ２０に設けられた絶縁ハウジング２１は、平面略矩形状
をなす平板状部材から形成されており、その絶縁ハウジング２１の中心部分から突出する
信号伝送用の信号コンタクト２２が装着されている。また、その信号コンタクト２２を外
方側から取り囲むようにして、接地用のグランドコンタクト２３が装着されている。
【００３３】
［信号コンタクトの構成について］
　信号コンタクト２２は、例えば、所定の薄厚金属板の折り曲げ部材等から形成されてお
り、印刷配線基板Ｑ上に形成された信号導電路（図示省略）に半田接合される接続脚部２
２ａを有している。その接続脚部２２ａは、絶縁ハウジング２１の中心側まで延出してお
り、その中心部分において略直角上方に立ち上がるように突出する中空のピン形状をなす
嵌合接触部２２ｃが一体的に連接されている。この嵌合接触部２２ｃには、前述した本発
明にかかる同軸型電気コネクタ１０に設けられた嵌合接触部１２ｃが外方側から覆うよう
に嵌め込まれる構成（図１３参照）になされている。
【００３４】
［グランドコンタクトの構成について］
　また、この同軸型電気コネクタ２０に設けられたグランドコンタクト２３も、例えば、
所定の薄厚金属板の折り曲げ部材等から形成されており、略円筒状の中空形状をなすよう
に形成されたグランド本体部２３ａの外周部から、半径外方側に向かって一体的に延出す
る複数の接続脚部２３ｂが、印刷配線基板Ｑ上に形成されたグランド導電路（図示省略）
に半田接合されるようになっている。このグランド本体部２３ａの外周上縁部分には、環
状溝からなる円環状係止部２３ｃが成形されている。当該円環状係止部２３ｃに対しては
、前述した本発明にかかる円筒型コネクタ１０の円環状係合部１３ｃが、外方側から被さ
るようにして弾性的な嵌合状態（図１３参照）になされる。
【００３５】
　なお、このグランドコンタクト２３のグランド本体部２３ａには、本発明にかかる円筒
型コネクタ１０におけるグランドコンタクト１３のような円周方向分断用の分割スリット
は設けられていない。
【００３６】
　そして、この相手コネクタとしての他の同軸型電気コネクタ２０の上方に、前述した本
発明の一実施形態にかかる同軸型電気コネクタ１０が、図１２及び図１３に示されている
ように下向きに反転した状態で対向するように配置され、その後、下方に押し込むように
して嵌合が行われる。その嵌合操作においては、他の同軸型電気コネクタ２０の円環状係
止部２３ｃに対して、同軸型電気コネクタ１０の円環状係合部１３ｃが上方側から当接し



(8) JP 5585608 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

て圧接状態となることで、グランドコンタクト（円環状コンタクト）１３のグランド本体
部１３ａが円周方向に拡大する方向に弾性変形し、当該グランド本体部１３ａの分割端部
分１３ｅ，１３ｅ同士が円周方向に離間するように移動する。
【００３７】
　また、両コネクタ１０，２０同士の嵌合操作が完了したときには、同軸型電気コネクタ
１０に設けられたグランド本体部１３ａの分割端部分１３ｅ，１３ｅ同士が円周方向に再
び近接するように移動して元の間隔に戻され、グランド本体部１３ａが円周方向に縮小す
る方向に復元される。なお、同軸型電気コネクタ１０の抜去時には、上述した工程と逆方
向の弾性変位が行われる。
【００３８】
　このような構成からなる同軸型電気コネクタ１０によれば、絶縁ハウジング１１にグラ
ンドコンタクト（円環状コンタクト）１３を保持させるコンタクト保持部として、グラン
ドコンタクト１３の分割スリット１３ｄを構成している分割端部分１３ｅ，１３ｅに、軸
方向保持面１３ｅ３及び径方向保持面１３ｅ４が設けられており、相手コネクタとしての
他の同軸型電気コネクタ２０との嵌合状態から同軸型電気コネクタ１０を抜去するにあた
って、グランドコンタクト１３の軸方向保持面１３ｅ３が、絶縁ハウジング１１の第１突
起部１１ｃに対して下方側から当接し、それによって絶縁ハウジング１１とグランドコン
タクト１３とが、抜去の方向である軸方向に直接的に保持される。
【００３９】
　また、そのコネクタ抜去時においては、同じくコンタクト保持部として設けられた径方
向保持面１３ｅ４が、グランドコンタクト（円環状コンタクト）１３の径方向の拡大に伴
って、特に図１５のように絶縁ハウジング１１の第２突起部１１ｅに対して内方側から当
接し、それ以後、グランドコンタクト１３の径方向の過大な拡大が規制され、それによっ
て他の同軸型電気コネクタ（相手コネクタ）２０に対する嵌合力または抜去力の調整が容
易に行われる。
【００４０】
このように本実施形態においては、グランドコンタクト（円環状コンタクト）１３にコン
タクト保持部として設けられた軸方向保持面１３ｅ３及び径方向保持面１３ｅ４が、グラ
ンドコンタクト（円環状コンタクト）１３の分割スリット１３ｄを構成している分割端部
分１３ｅに設けられていることから、それらの軸方向保持面１３ｅ３及び径方向保持面１
３ｅ４の形状や大きさが、他の同軸型電気コネクタ（相手コネクタ）２０に対する嵌合力
または抜去力に影響することが殆ど無く、他の同軸型電気コネクタ２０との嵌合力または
抜去力の調整が容易化される。
【００４１】
　以上、本発明者によってなされた発明を実施形態に基づき具体的に説明したが、本実施
形態は上述した実施形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変
形可能であるというのはいうまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　以上のように本発明は、各種電子・電気機器に使用される多種多様な同軸型電気コネク
タに対して広く適用することが可能である。
【符号の説明】
【００４３】
　１０　同軸型電気コネクタ
　１１　絶縁ハウジング
　１１ａ　ベース枠体
　１１ｂ　中央枠体
　１１ｃ　第１突起部
　１１ｄ　外郭壁部
　１１ｅ　第２突起部
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　１２　信号コンタクト
　１２ａ　接続脚部
　１２ｂ　固定片
　１２ｃ　嵌合接触部
　１３　グランドコンタクト（円環状コンタクト）
　１３ａ　グランド本体部
　１３ｂ　接続脚部
　１３ｃ　円環状係合部
　１３ｄ　分割スリット
　１３ｅ　分割端部分
　１３ｅ１　下半凸部
　１３ｅ２　上半凹部
　１３ｅ３　軸方向保持面（コンタクト保持部）
　１３ｅ４　径方向保持面（コンタクト保持部）
　２０　他の同軸型電気コネクタ（相手コネクタ）
　２１　絶縁ハウジング
　２２　信号コンタクト
　２２ａ　接続脚部
　２２ｃ　嵌合接触部
　２３　グランドコンタクト
　２３ａ　グランド本体部
　２３ｂ　接続脚部
　Ｐ　印刷配線基板
　Ｐ１　信号導電路
　Ｐ２　グランド導電路
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